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函館高専の近郊にある津軽海峡は，北海道と青森に挟まれる狭窄路とな

っており，海流・潮流のエネルギーが集中しやすい状況となっています．本

研究では，津軽海峡のような主に一方向の流れを有する海中に設置する発

電装置の最適設計を機械学習により行います． 

まず，境界条件（流速など），設計値（発電装置の全長や流入口直径な

ど），性能（発電電力量や騒音など）といったデータを収集し，これらの関係を

機械学習により学習します（Fig.1）．そして，学習を行ったアーキテクチャを用

い，未知の境界条件と設計値を与えた際に性能を予測することや，性能を最

適化する設計値を予測することができます． 

現在，ミニチュアモデルによる実験で流速場デー

タを収集し，流速場と設計値の関係を予測していま

す．Fig.2 のように，実験で得られた動画から各測定

点における流速を配列に格納したデータを数万点作

成します．数万点のデータと，それぞれに対応する

設計値データをディープラーニングネットワークに読

み込ませ，流速場と設計値の関係を学習します．そ

して，未知の流速場を入力した際にも設計値を予測

することができます． 

Fig.1 機械学習アーキテクチャの 

模式図． 

(a)                 (b) 

Fig.2 (a)データ化された流速場と 

(b)元データとなる動画のスナップショット 


